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市
民
ク
ラ
ブ

誠
和
園
の
直
営
堅
持
を
提
言

　
竹
内
千
賀
子
議
員
の
市
民
会
館
の

質
問
に
は
、
高
知
市
地
域
福
祉
活
動

推
進
計
画
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
お
よ
び
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
老
朽
化
へ
の
対

応
も
含
め
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
中
で
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
。

　
岡
﨑
豊
議
員
の
手
話
基
本
条
例
の

質
問
に
は
、
災
害
時
の
対
応
も
考
慮

し
、
手
話
言
語
法
や
他
条
例
も
参
考

に
し
て
制
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め

た
い
と
答
弁
。
誠
和
園
直
営
堅
持
の

要
望
に
は
、
現
在
検
討
中
だ
が
、
全

国
で
も
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
受
け
継
ぐ
と
答
弁
。

　
深
瀬
裕
彦
議
員
の
災
害
種
類
別
避

難
所
設
定
の
提
案
に
は
、
洪
水
・
地

震
・
津
波
の
災
害
種
類
別
の
指
定
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
野
地
区

の
治
水
対
策
で
、
小
松
の
沼
は
平
成

28
年
度
か
ら
の
工
事
着
手
、
西
畑
地

区
は
補
助
制
度
を
説
明
し
た
と
答
弁
。

　
田
鍋
剛
議
員
の
公
共
調
達
条
例
の

質
問
に
は
、
最
低
賃
金
で
働
く
と
生

活
保
護
を
要
す
る
実
態
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
公
契
約
、
民
間
契
約
を
問
わ

ず
働
く
者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い

と
答
弁
。

　
誠
和
園
に
つ
い
て
は
、
登
壇
し
た

全
議
員
が
質
問
や
提
言
を
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

新
こ
う
ち
未
来

公
共
調
達
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
議
案
に
反
対
。
教
育
委
員

会
の
問
題
点
を
厳
し
く
指
摘

　
我
が
会
派
を
除
く
全
て
の
会
派
か

ら
議
員
提
案
さ
れ
た
標
記
条
例
の
一

部
改
正
議
案
に
は
、
以
下
の
理
由
か

ら
反
対
し
た
。
本
市
の
入
札
・
契
約

制
度
に
お
い
て
適
切
な
労
働
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

具
体
的
に
最
低
報
酬
額
を
規
定
す
る

に
は
、
前
提
と
し
て
整
理
す
べ
き
課

題
が
多
く
、
当
事
者
と
な
る
事
業
者

関
連
団
体
へ
の
情
報
提
供
、
実
情
を

踏
ま
え
た
意
見
集
約
、
相
互
理
解
も

で
き
て
お
ら
ず
時
期
尚
早
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
予
定
価
格
積
算
基
準
額

で
あ
る
設
計
労
務
単
価
を
基
に
最
低

報
酬
額
を
規
定
す
れ
ば
、
公
契
約
以

外
の
労
働
賃
金
と
の
差
異
が
発
生
し
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
か
ら
外

れ
、
行
政
に
よ
る
不
当
な
労
使
介
入

に
な
る
こ
と
。

　
次
に
、
公
設
民
営
と
さ
れ
る
朝
倉

夜
間
中
学
校
責
任
者
の
、
学
校
現
場

へ
の
不
当
か
つ
過
度
な
関
与
な
ど
異

常
な
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
問

題
を
先
送
り
す
る
教
育
委
員
会
の
対

応
を
厳
し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、

早
急
な
改
善
を
強
く
求
め
た
。

　
個
人
質
問
に
は
戸
田
議
員
、
川
村

議
員
、
土
居
議
員
、
浜
口
議
員
が
登

壇
し
た
。

   

新
風
ク
ラ
ブ

竹
村
邦
夫
議
員
、
中
澤
は
ま
子
議
員

が
個
人
質
問
に
登
壇
！

　
長
浜
地
区
の
防
災
道
路
整
備
と
桂

浜
観
光
振
興
等
を
絡
め
た
「
道
の
駅

」
構
想
を
提
言
し
た
竹
村
邦
夫
議
員

に
対
し
、
岡
﨑
市
長
は
「
道
の
駅
で

地
元
海
産
物
を
観
光
客
に
提
供
で
き

れ
ば
、
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
る
な

ど
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。
国
の

地
方
創
生
策
の
活
用
を
含
め
て
、
提

言
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を

検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。
ま
た
、

学
力
向
上
対
策
の
一
環
と
し
て
教
室

へ
の
空
調
設
備
の
整
備
も
求
め
た
。

　
四
国
の
鉄
道
高
速
化
検
討
準
備
会

が
基
礎
調
査
を
行
っ
て
い
る
「
四
国

新
幹
線
構
想
」
に
対
す
る
積
極
的
な

取
り
組
み
を
求
め
た
中
澤
は
ま
子
議

員
に
対
し
、
岡
﨑
市
長
は
「
高
知
と

新
大
阪
が
１
時
間
半
程
度
で
結
ば
れ

れ
ば
、
効
果
と
し
て
は
高
い
。
構
想

の
実
現
に
向
け
、
高
知
県
市
長
会
で

具
体
的
な
協
議
や
課
題
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
県
や
経
済
界
と
連
携
し
、

国
に
対
し
て
必
要
性
や
有
効
性
を
訴

え
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　
な
お
、
今
回
可
決
し
た
公
共
調
達

基
本
条
例
の
一
部
改
正
議
案
に
つ
い

て
は
、
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法

改
正
等
の
影
響
が
地
方
に
早
晩
波
及

す
る
と
の
認
識
の
も
と
、
会
派
と
し

て
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

   

日
本
共
産
党

中
学
校
給
食
「
検
討
委
員
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
へ
動
く

　
は
た
議
員
は
中
学
校
給
食
の
実
施

を
求
め
、
教
育
長
は
「
検
討
委
員
会

を
早
期
に
設
置
す
る
」
と
答
弁
。
国

保
は
保
険
料
引
き
下
げ
と
子
育
て
世

帯
の
軽
減
策
を
求
め
実
態
調
査
へ
。

災
害
対
応
で
は
風
水
害
時
の
市
営
住

宅
入
居
基
準
の
緩
和
を
求
め
規
定
の

整
備
へ
。
細
木
議
員
は
災
害
情
報
提

供
の
改
善
を
求
め
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等

の
拡
大
を
検
討
へ
。
公
共
交
通
再
編

は
市
民
の
声
を
丁
寧
に
聞
く
よ
う
求

め
市
の
主
体
性
を
追
及
。
江
口
議
員

は
子
ど
も
の
貧
困
実
態
を
指
摘
し
給

付
型
奨
学
金
の
創
設
を
求
め
た
。
教

育
支
援
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
は
増
員
約
束
へ
。
下
元
議
員

は
東
部
総
合
運
動
公
園
整
備
に
係
る

税
務
署
と
の
「
確
約
書
」
内
容
が
実

態
と
違
う
と
追
及
、
市
は
土
地
購
入

を
示
す
。
下
本
議
員
は
合
併
や
職
員

削
減
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
防
災
力

低
下
を
指
摘
、
市
長
は
職
員
配
置
を

見
直
す
と
答
弁
。
国
へ
の
「
浸
水
被

害
等
災
害
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
採
択
。
公

共
調
達
基
本
条
例
改
正
に
賛
成
し
た
。

   

公
　
明
　
党

災
害
対
応
を
迅
速
に
！

地
域
課
題
の
解
決
目
指
し
活
発
論
戦

　
寺
内
憲
資
議
員
は
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
に
当
た
り
、
迅
速
に
発
行
で

き
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

せ
ず
、
手
書
き
に
よ
り
発
行
し
た
点

を
指
摘
。
市
長
か
ら
、
操
作
に
不
慣

れ
な
点
を
改
善
し
、
早
急
に
習
熟
に

努
め
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
髙
木
妙
議
員
は
、
鏡
ダ
ム
の
放
流

や
河
川
管
理
、
旧
基
準
の
雨
水
対
策

等
に
つ
い
て
た
だ
し
、
対
策
強
化
の

進
展
に
つ
な
が
る
答
弁
を
得
た
。
ま

た
、
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
考
え

に
つ
い
て
は
、
「
横
断
的
な
組
織
を

立
ち
上
げ
早
急
に
取
り
組
む
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
西
森
美
和
議
員
は
、
実
効
性
の
あ

る
浸
水
対
策
を
市
長
に
要
請
し
、
水

理
解
析
や
河
川
容
量
の
確
保
を
県
と

協
議
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
特

に
発
災
時
に
重
要
拠
点
と
な
る
秦
の

県
有
地
周
辺
の
排
水
機
能
強
化
に
対

し
て
、
前
向
き
な
答
弁
を
得
た
。

   

み
ど
り
の
会

近
森
正
久
議
員
３
年
半
の
実
績

犬
猫
殺
処
分
０
を
目
指
し
予
算
獲
得
。

危
険
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
費
３
億
円
獲
得
。

被
災
時
緊
急
出
動
基
金
３
億
円
積
立
。

み
ど
り
溢
れ
る
緑
化
計
画
が
始
ま
る
。

弱
者
に
優
し
い
道
路
行
政
が
進
む
。

高
校
進
学
率
93
％
を
98
％
に
上
げ
る
。

競
輪
場
４
百
人
雇
用
を
全
力
で
守
る
。

9月定例会を
振り返って

会派の意見


